
(57)【要約】

【課題】本発明は鋼部材の接合構造に関し、建物の解体

時に、前記接合構造を容易に解体できるようにすること

が課題である。

【解決手段】小断面の鋼部材１を大断面の鋼管部材２に

挿入し、両部材の隙間空間５に少なくとも樹脂または低

融点金属６の層を設けて、接合した鋼部材の接合構造と

する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  小 断 面 の 鋼 部 材 を 大 断 面 の 鋼 管 部 材 に 挿 入 し 、 両 部 材 の 隙 間 空 間 に 少 な く と も 樹 脂 ま た
は 低 融 点 金 属 の 層 を 設 け て 、 接 合 す る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 鋼 部 材 の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 隙 間 空 間 に 電 熱 ヒ ー タ ー を 設 置 し た こ と 、
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 鋼 部 材 の 接 合 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 物 に お け る 鋼 構 造 若 し く は 重 点 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 構 造 に お け る 、 柱 ま た は
杭 の 接 合 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 建 設 建 物 に お け る 、 鋼 構 造 若 し く は 充 填 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 構 造 の 柱 や 杭 の 接 合 構
造 で は 、 溶 接 接 合 ま た は ボ ル ト 接 合 に 限 定 さ れ て い た （ 建 築 基 準 法 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 近 年 の 規 制 緩 和 の 流 れ を 受 け て 、 そ れ と 同 等 以 上 の 接 合 方 法 も 認 め ら れ
る よ う に 法 改 正 さ れ た 。
　 ま た 、 充 填 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 構 造 の 場 合 は 、 特 別 な 認 定 を 受 け て 溶 接 以 外 に 、 モ ル タ ル
グ ラ ウ ト 接 合 を 用 い る 場 合 も あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ９ ３ ４ ４ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 前 記 溶 接 接 合 か ボ ル ト 接 合 に 限 ら れ て い た の で 、 建 物 の 解 体 が 困 難 で あ り 、 そ
の ま ま 再 利 用 す る こ と が で き な い も の で あ る 。 ま た 、 モ ル タ ル グ ラ ウ ト 接 合 し た 場 合 に は
、 容 易 に 抜 く の が 困 難 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 柱 や 杭 の 接 合 に お い て 、 建 物 の 解 体 時 に 前 記 接 合 部 を 容 易
に 解 体 で き な い 点 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 鋼 部 材 の 接 合 構 造 は 、 小 断 面 の 鋼 部 材 を 大 断 面 の 鋼 管 部 材 に 挿 入 し 、 両 部
材 の 隙 間 空 間 に 少 な く と も 樹 脂 ま た は 低 融 点 金 属 の 層 を 設 け て 、 接 合 す る こ と で あ る 。
　 ま た 、 前 記 隙 間 空 間 に 電 熱 ヒ ー タ ー を 設 置 し た こ と を 含 む も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 鋼 部 材 の 接 合 構 造 は 、 建 物 の 解 体 が 容 易 に な り 、 リ サ イ ク ル が 可 能 と な り 、 施
工 の 省 力 化 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 を 、 鋼 部 材 の 接 合 部 の 隙 間 に 、 解 体 し や す い よ う に 、 少 な く と も 樹 脂 ま た
は 低 融 点 金 属 の 層 を 設 け る こ と で 実 現 し た 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 鋼 部 材 の 接 合 構 造 を 示 す 縦 断 面 図 （ Ａ ） と 横 断 面 図 （ Ｂ ） と で あ
る 。 こ の 実 施 例 １ で は 、 柱 ・ 梁 の 接 合 部 の 構 造 に お い て 実 施 し て い る 。 小 断 面 の 鋼 部 材 は
、 図 中 の コ ン ク リ ー ト １ ａ が 充 填 さ れ た 鋼 管 コ ン ク リ ー ト １ ， １ で あ り 、 大 断 面 の 鋼 管 部
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材 は 、 接 合 用 の 大 径 の 鋼 管 ２ で あ る 。 な お 、 鋼 管 コ ン ク リ ー ト １ は 、 こ れ に 代 わ っ て Ｈ 型
鋼 で あ っ て も 良 い 。 図 中 の 符 号 ３ は 梁 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
  前 記 鋼 管 ２ の 下 部 に は 、 前 記 鋼 管 コ ン ク リ ー ト ２ に 嵌 挿 さ れ た 蓋 部 材 ４ 、 及 び 、 漏 れ 防
止 材 （ シ ー ル 材 ： シ リ コ ー ン ゴ ム 、 石 綿 、 耐 熱 樹 脂 、 グ ラ ス ウ ー ル 等 ） ４ ａ が 配 設 さ れ て
い る 。 ま た 、 鋼 管 ２ の 内 部 空 間 で そ の 中 央 部 に は 、 仕 切 り 板 ２ ａ が 設 け ら れ 、 該 仕 切 り 板
２ ａ の 周 囲 に は 周 方 向 に 上 下 貫 通 さ せ た 貫 通 孔 ２ ｂ が 複 数 個 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 前 記 鋼 管 コ ン ク リ ー ト １ と 鋼 管 ２ と の 間 の 隙 間 空 間 ５ に は 、 樹 脂 ま た は 低 融 点
金 属 ６ が 溶 融 さ れ て 上 端 か ら 流 し 込 ま れ 、 前 記 貫 通 孔 ２ ｂ を 通 っ て 下 部 空 間 へ も 充 填 さ れ
る 。 こ れ に よ り 、 梁 ３ か ら の 荷 重 が 、 鋼 管 ２ か ら 前 記 固 化 し た 樹 脂 ま た は 低 融 点 金 属 ６ そ
し て 鋼 管 コ ン ク リ ー ト １ へ と 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 構 造 に す る こ と で 、 建 物 の 解 体 時 に は 、 前 記 樹 脂 ま た は 低 融 点 金 属 ６ を 加 熱
し て 溶 融 し 、 上 部 の 鋼 管 コ ン ク リ ー ト １ を 接 合 部 か ら 簡 単 に 取 り 出 し て 撤 去 す る こ と が で
き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 実 施 例 ２ を 示 す も の で あ り 、 前 記 隙 間 空 間 ５ に 、 電 熱 ヒ ー タ ７ を 設 置 し た 例 で
あ る 。 解 体 時 の 加 熱 手 段 と し て 、 前 記 隙 間 空 間 ５ に 、 建 築 施 工 時 に あ ら か じ め 、 電 熱 ヒ ー
タ ー ７ を 埋 設 し て お く も の で あ る 。 こ の 構 造 に よ り 、 加 熱 手 段 が 装 備 さ れ て い る の で 、 手
間 が 掛 か ら な い も の で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 実 施 例 は 、 前 記 隙 間 空 間 ５ に 、 樹 脂 ま た は 低 融 点 金 属 ６ が 充 填 さ れ
る と と も に 、 鋼 片 ま た は 石 片 ８ を 充 填 す る 実 施 例 ３ で あ る 。 前 記 鋼 片 ま た は 石 片 ８ が 上 に
浮 き 上 が る こ と も あ る の で 、 そ の 場 合 に は 、 下 方 向 に ア ン カ ー 等 を 設 け る よ う に す る 。 こ
れ に よ り 、 樹 脂 ま た は 低 融 点 金 属 ６ の 充 填 体 積 が 減 じ る と と も に 、 コ ス ト も 低 減 さ れ る こ
と に な る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ に 示 す 実 施 例 ４ は 、 前 記 隙 間 空 間 ５ に お い て 、 鋼 材 ９ を 鋼 管 コ ン ク リ ー ト １ の 外 周
壁 面 と 鋼 管 ２ の 内 周 壁 面 と に 、 適 宜 間 隔 を 置 い て 溶 接 し て 機 械 的 抵 抗 を 設 け た 例 で あ る 。
こ れ に よ っ て も 、 引 張 軸 力 に 対 す る 抵 抗 力 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 実 施 例 ５ は 、 隙 間 空 間 ５ に お い て 、 鋼 管 コ ン ク リ ー ト １ に 筒 状 の 鋼
材 １ ０ を 嵌 挿 さ せ た も の で あ り 、 こ れ に よ り 、 前 記 樹 脂 ま た は 低 融 点 金 属 ６ の 充 填 体 積 を
減 じ て 、 コ ス ト を 低 減 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 に 係 る 接 合 部 の 解 体 時 に お い て 、 ガ ス バ ー ナ ー １ １ で 、 固 化 し て い る 樹
脂 ま た は 低 融 点 金 属 ６ を 加 熱 し て 溶 融 し て い る 状 態 を 示 す も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 鋼 部 材 の 接 合 構 造 の 縦 断 面 図 （ Ａ ） 、 横 断 面 図 （ Ｂ ） で あ る 。
【 図 ２ 】 同 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 鋼 部 材 の 接 合 構 造 の 縦 断 面 図 （ Ａ ） 、 横 断 面 図 （ Ｂ ）
で あ る 。
【 図 ３ 】 同 本 発 明 の 実 施 例 ３ に 係 る 鋼 部 材 の 接 合 構 造 の 縦 断 面 図 （ Ａ ） 、 横 断 面 図 （ Ｂ ）
で あ る 。
【 図 ４ 】 同 本 発 明 の 実 施 例 ４ に 係 る 鋼 部 材 の 接 合 構 造 の 縦 断 面 図 （ Ａ ） 、 横 断 面 図 （ Ｂ ）
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で あ る 。
【 図 ５ 】 同 本 発 明 の 実 施 例 ５ に 係 る 鋼 部 材 の 接 合 構 造 の 縦 断 面 図 （ Ａ ） 、 横 断 面 図 （ Ｂ ）
で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 鋼 部 材 の 接 合 構 造 の 解 体 時 に 、 ガ ス バ ー ナ ー で 溶 融 さ せ て い る 様 子
を 示 す 縦 断 面 図 （ Ａ ） 、 横 断 面 図 （ Ｂ ） で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ 　 　 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 、
　 ２ 　 　 鋼 管 、 ２ ａ 　 仕 切 り 板 、 ２ ｂ 　 貫 通 孔 、
　 ３ 　 　 梁 、
　 ４ 　 　 蓋 部 材 、 ４ ａ 　 漏 れ 防 止 材 、
　 ５ 　 　 隙 間 空 間 、
　 ６ 　 　 樹 脂 ま た は 低 融 点 金 属 、
　 ７ 　 　 電 熱 ヒ ー タ ー 、
　 ８ 　 　 鋼 片 ま た は 石 片 、
　 ９ 　 　 鋼 材 、
　 １ ０ 　 筒 状 の 鋼 材 、 　
　 １ １ 　 ガ ス バ ー ナ ー 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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